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らが結集して支配集団を形成していた。それらの集団の首長層は盆地の中核地域にも巨 な墳墓を形成していたが、やがて特定の部族の王族血縁集団が王統を継承し、王権が強化されると、半月城の北側に官衙地域 形成され、慶州盆地は半月城を中心に、東西、南北に碁 の目の如く道路が敷かれ、各部族の根拠地であった六部はかつての部族的性格を薄め行政区画化していった。おおよそ七世紀後半を画期とする。　
なぜ、半島東南偶の慶州を拠点とする新羅が









港湾施設が発見され、ここが古くから外港として利用されていたことが判明した。港湾施設の遺跡からは、六○○年前後に編年される慶州の王宮クラスと同型の瓦が出土しており、新羅が早期に国家的な港湾施設を造営した と 明らかになった。慶州は至近距離にある蔚山から列島と密接に結ばれていたこと る。　
要するに、慶州の発展は、古くから日本列島
との通交が大きな役割を果たしていたとみらるのである。それを裏付けるように、慶州の古墳などの遺跡からは日本列島で産出する遺物が多数出土する。新羅の繁栄が日本列島 の交通や交易に関わっていたことは崔永俊氏の仮説を補強するものでもある。古来、朝鮮半島に栄えた諸都市は中国大陸 日本列島 の交通と深くかかわっていたのである。
